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［要約］ 

本プロジェクトは、多文化共生社会の構築を視野に入れ、外国にルーツを持つ子育て世代に対する

包括的支援の強化を目的として実施された。具体的には、妊娠・出産・子育て期における文化的配慮

を反映した「やさしい日本語」研修プログラムを開発し、その有用性を検証することを目指した。 

本研究では、次の３点を主な研究課題として設定した。(１) 保健医療従事者（妊娠・出産・産後に

携わる看護職）を対象としたニーズ調査、(２) 外国人住民を対象としたニーズ調査、(３) 「やさし

い日本語」研修プログラムの試行およびその評価である。 

調査結果から、保健医療従事者（助産師）において「やさしい日本語」に対する高い関心と必要性

が認識されていることが明らかとなった。特に、助産ケアや保健指導の場面において言語的な課題が

存在し、言葉の選択や伝達における困難が多く指摘された。一方、外国人女性へのインタビュー調査

では、産科医療特有の専門用語や検査結果の解釈が困難であること、さらに母国の妊婦健診、妊娠出

産に関する文化との相違に起因する戸惑いや不安が報告された。 

試行的に実施した「やさしい日本語」研修では、参加者の研修内容に対する理解度が顕著に向上し

たことが確認された。また、参加者は新たな知識やスキルへの自信を獲得するとともに、臨床現場に

おいて「やさしい日本語」を積極的に活用しようとする意欲が高まる傾向を示した。本研究の成果

は、今後の研修プログラムの普及および改良に向けた基礎資料を提供するものである。 
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１．研究の背景 

法務省入国管理局の統計によれば、日本の在留

外国人数は令和6年（2024年）6月末時点で過去最

多の322万人に達した。また、人口動態統計（令

和3年）によると、外国人の出生（両親ともに外

国籍、または父母のいずれかが外国籍）は全出生

数の4.2％を占めている。このような状況下にお

いて、保健医療および福祉の関係機関は、多言語

を母語とする外国人住民への対応を迫られる機会

が増加している。 

妊娠・出産・育児期において、外国人女性は日

本の異文化環境において言語の壁に起因する孤独

感や疎外感を抱きやすいことが指摘されている

（藤原・堀内, 2007; 梶間, 2013）。また、異文

化間の葛藤や困難を経験する事例（鶴岡, 2008）

や、日本人と比較して外国人産褥婦が産後うつを

発症する傾向が高いとの報告もある（石ら, 

2004）。 

このような状況に対応するため、外国人住民に

情報を伝える際に、多言語による翻訳や通訳のほ

か、「やさしい日本語」の活用が期待されてい

る。「やさしい日本語」は、言語の壁を低くする

ことで心理的な壁も低減させる効果が期待されて

おり、特に保健医療福祉従事者と外国人住民双方

にとって有用であると考えられている。しかしな

がら、保健医療福祉従事者における「やさしい日

本語」の認知度や活用ニーズに関する研究は、現

時点で報告が見られない。また、妊娠・出産・育

児期に特化した「やさしい日本語」研修プログラ

ムの開発やその評価についても未検討の状況であ

る。 

本プロジェクトの展開地域である埼玉県は、在



 

 

留外国人数が全国で5番目に多い地域である。本

プロジェクトでは、「やさしい日本語」の活用促

進を通じて、健やかな妊娠・出産・子育て期を目

指した包括的支援の向上を図ることを目的として

いる。 

 

２．目的 

本研究は、外国にルーツを持つ子育て世代に対

する包括的支援の推進を目指し、妊娠・出産・産

後における文化的配慮を取り入れた「やさしい日

本語」研修プログラムを開発し、その有用性を検

討することを目的とした。 

 

３．方法 

（１）保健医療従事者（助産師）を対象とした調

査 

本調査は、無記名Webアンケートを用いた量的

研究として実施した。対象は、埼玉県助産師会に

所属する会員とした。まず、埼玉県助産師会理事

会の承認を得た後、助産師会事務局に協力を依頼

し、地区長を通じて、会員個別にアンケートフォ

ームのリンクを含む研究説明および依頼文をメー

ルで送付した。調査期間は2022年11月1日から同

年11月30日までである。本研究は、埼玉県立大学

研究倫理委員会の許可を得て実施した（通知番号

23094）。 

(２)日本で妊娠・出産を経験した外国人女性を対

象とした調査 

本調査は、フォーカスグループインタビューを

用いた質的研究として実施した。対象は、日本語

を母語としないアジア圏出身の女性を中心に、日

本で妊娠・出産を経験し、大学近隣市町村に在住

する6名程度とした。 

調査では、妊娠・出産・育児期における困難や

その対処法、さらに支援ニーズについて、事前に

作成したインタビューガイドを用いてフォーカス

グループインタビューを実施した。調査期間は

2023年8月である。本研究は、埼玉県立大学研究

倫理委員会の許可を得て実施した（通知番号

23044）。 

(３)「やさしい日本語」研修会の実施および評価 

本調査は、無記名Webアンケートフォームを用

いた量的研究と半構造化インタビューを用いた質

的研究のデザインで実施した。対象は、2023年12

月および2024年2月に開催した研修に任意で参加

した看護職とし、研修開始前に研究の趣旨を文書

で説明し、同意を得た者を対象とした。 

調査は次の評価項目に基づいて実施した。研修

開始前には、「やさしい日本語」に関する知識、

使用頻度、態度を評価するためのアンケートを実

施し（前評価）、研修終了直後には同様のアンケ

ートを再度実施して即時効果を評価した（直後評

価）。さらに、研修終了から3か月後にアンケー

トを実施して中長期的な効果を検証した（3か月

後評価）。調査内容は、4段階評価モデル

（Kirkpatrick）の「反応」「学習」「行動」の3

段階を参考に構成し、研修の理解度、新たな知識

やスキルに対する自信度、「やさしい日本語」の

使用意向を調査した。研修終了から6か月後に

は、半構造化インタビューを実施し、研修で学ん

だ内容の現場での活用状況、「やさしい日本語」

を使用したことによる患者とのコミュニケーショ

ンの変化、職場の雰囲気や患者との関係の変化、

また成功事例や困難な状況について参加者の意見

を収集した。 

本研究は、埼玉県立大学研究倫理委員会の許可

を得て実施した（通知番号23128）。 

 

４．結果 

（１）保健医療従事者（助産師）調査 

助産師を対象とした調査では、「やさしい日本

語」の必要性に関する記述があった19名の回答内

容から以下の傾向が明らかとなった。 

外国人妊産婦との接触機会の増加：「外国人妊産

婦と接する機会が多い」「共通語が日本語の外国

人ママとの関わりが多い」といった具体例が挙げ

られた。 

コミュニケーションの課題：「翻訳機が上手く変

換されない」「意思疎通に苦慮する」「伝わらな

図１第２回産科スタッフのための「やさしい日本語」研修会ちらし 



 

 

い」といった困難が報告された。 

伝えるのが難しい言葉：「悪露」「妊婦健診」な

どの産科特有の専門用語や、破水、出血、陣痛開

始など、分娩の経過や入院を勧める時期に関連す

る表現が挙げられた。 

「やさしい日本語」に関する学習経験について

は、「学習経験がない」と回答した者が76.2%に

のぼり、「内容を知っている」と回答した者は

9.5%にとどまった。これらの結果から、助産師が

「やさしい日本語」を学ぶ機会に乏しく、現場で

の活用が十分進んでいない現状が示唆された。 

（２）外国人妊産婦の調査 

インタビュー対象者は6名で、出身国はモンゴ

ル、ベトナム、ミャンマー（2名）、ナイジェリ

アであった。日本で出産した子どもの人数は1人

〜3人で、平均は1.8人であった。 

理解が難しい表現：「妊婦さん」「分娩」「陣

痛」「破水」「母乳」など、産科特有の専門用語

が挙げられた。 

困難と要望：「どうなったら病院に行くか分から

なかった」「陣痛が怖かった」「どんなサポート

があるか分からない」といった語りが得られた。

また、母国と比較して妊婦健診の回数が多いこと

や、検査結果シートを「読めない、わからない」

といった課題も示された。 

多言語対応の要望：イラストを活用した説明、多

言語対応や通訳の導入が求められた。 

出産後の課題：「食べられない食材をスタッフに

伝えられない」「相談相手がいない」といった孤

立感や、文化的な違いから生じる困難が語られ

た。 

（３）産科スタッフのための「やさしい日本語」

研修会の実施および評価 

 「やさしい日本語」研修会を企画・実施した。

本研修では、文化的背景を考慮した内容を取り入

れ、次の内容を実施した。 

導入：文化・宗教に配慮した医療現場での「やさ

しい日本語」の解説。 

「やさしい日本語」の使い方：わかりやすい言葉

への言い換え方を解説。 

ロールプレイ：模擬患者を交えた妊婦健診や産後

2日目の褥婦との会話を想定したロールプレイ。 

①前評価 

研修参加者合計14名のうち14名から回答を得た

（回収率100%）。参加者の年齢分布は40〜49歳が

42.9%、50〜59歳が35.7%、20〜29歳が14.3%、30

〜39歳が7.1%であった。 

看護職経験年数：20年以上の経験者が28.6%、5〜

9年が28.6%、15〜19年が21.4%、10〜14年が

14.3%、5年未満が7.1%であった。 

職種分布：助産師が64.3%、看護師が21.4%、看護

学生が14.3%を占めていた。 

「やさしい日本語」の認知度は認知度：回答者

のうち、「あまり知らない」と回答した者が

42.9%、「全く知らない」が35.7%、「まあまあ知

っている」が14.3%、「どちらでもない」が7.1%

であった。学習経験は全回答者の85.7%が「学習

経験がない」と回答し、「学習経験がある」と回

答した者は14.3%であった。 

研修参加者14名中78.6%が、外国人妊産婦とのコ

ミュニケーションに困難を感じていた。具体的に

は、言語の壁、適切な日本語レベルの選択、通訳

不在の状況が課題として挙げられた。 

②直後評価 

回答者13名（回収率92.9%）。研修の理解度に

ついて「とても理解している」が38.5%、「だい

たい理解している」が30.8%。「やさしい日本

語」を使いたいと回答した者は100%で、「とても

そう思う」が84.6%を占めた。 

自由記述の感想：外国人を交えたロールプレイが

実践的で役立ったという声が多く、特に現場での

即応性が評価された。一方で、「時間が足りなか

った」という課題も挙げられた。 

③3ヶ月後評価 

研修参加者14名中、7名（回収率50.0%）が回答

した。 

研修内容の活用状況：「どちらともいえない」が

42.9%、「やや活用した」が28.6%で、現場での活

用度には個人差が見られた。活用例として、「胎

動」を「赤ちゃん、動いてる」と説明するなど、

わかりやすい言葉を工夫する試みが報告された。 

研修後の取り組み：伝達講習を実施し、スタッフ

間での共有を図った。また、国別の指差しボード

を作成するなど、現場対応を改善する取り組みが

進められている。 

改善点と要望：「緊急時の対応方法を学びたい」

「患者に伝わる表現例をもっと知りたい」といっ

た意見が挙げられた。当事者を交えたロールプレ

イや文化背景を考慮した研修内容の充実が求めら

れた。 

④6カ月後評価 

研修参加者14名中、7名のインタビューを実施

し、質的に分析した。その結果、合計30件のコー

ドが抽出され、5つのカテゴリーに分類された。 

【『やさしい日本語』を授業に取り入れる（12コ

ード）】 

このカテゴリーでは、＜教育プログラムに組み

込むことで、学生が実践的なスキルを学べる＞、

＜看護学生が患者対応に自信を持てるように体系

化した研修が必要＞、＜実習で外国人患者と接し



 

 

た際に役立つ知識を提供すべき＞といった具体的

な意見が見られた。 

【『やさしい日本語』での学び（7コード）】 

このカテゴリーでは、＜簡単な表現に言い換え

ることで患者の不安が軽減された＞、＜患者が理

解しやすい言葉遣いを実践的に学べた＞、＜医療

現場での活用方法が明確になった＞など、研修を

通じて得られた学びが具体的に語られ、実践的な

成果が報告された。 

【理解者を得る（5コード）】 

このカテゴリーでは、＜職場全体での意識改革

が必要＞、＜研修を受けたスタッフが周囲に内容

を伝える仕組みが必要＞、＜上司や管理職の理解

を得ることで、職場全体で活用が進む＞との意見

が見られた。研修内容を職場や教育機関で共有す

るためには、理解者を増やす必要性が語られた。 

【外国人への理解（4コード）】 

このカテゴリーでは、＜患者の文化的価値観を

尊重する接し方を学ぶ必要がある＞、＜外国人患

者の反応や表情から、言葉の壁を補う方法を模索

する＞、＜異文化間の違いを考慮した対応が必要

＞といった意見が挙げられ、外国人患者の文化的

背景や状況を理解する重要性が示された。 

【コミュニケーションの取り方（2コード）】 

このカテゴリーでは、＜言葉以外にもジェスチ

ャーや視覚的補助を活用する＞、＜指差しボード

やイラストを活用することで、患者の理解を促進

できる＞といった意見が見られ、外国人患者との

意思疎通における具体的な方法が取り上げられ

た。 

 

５．考察 

本研究を通じて、「やさしい日本語」が外国人

患者と保健医療従事者との間でのコミュニケーシ

ョン改善において重要な役割を果たす可能性が示

された。助産師への調査結果から、産科特有の専

門用語や分娩・健診に関する説明における言語的

困難が多く報告され、これを補うツールとして

「やさしい日本語」の必要性が強く認識された。 

また、外国人女性へのインタビュー調査では、母

国との医療文化の違いによる戸惑いや、言語の壁

が孤立感や不安感を増大させる要因であることが

明らかになった。これらの結果は、外国人患者へ

の対応における「やさしい日本語」の普及が有効

であることを示唆している。 

 さらに、研修会では、参加者の知識やスキルの

向上が確認され、「やさしい日本語」を使用する

ことで患者の安心感を高め、信頼関係を構築する

効果が期待できることが示された。一方で、緊急

時の対応方法や文化的背景を考慮した具体的な事

例学習の必要性が明らかになり、研修内容の向上

が今後の課題として挙げられる。 

 

６．結論 

本研究の成果は、妊娠・出産・育児期における

文化的配慮を反映した「やさしい日本語」研修プ

ログラムが、保健医療従事者のスキル向上と外国

人患者の不安軽減に寄与する可能性を示した。本

プログラムは、外国人患者対応の実践的手法を提

供し、多文化共生社会の実現に向けた包括的支援

の基盤となる。今後は、研修内容の充実や地域で

の実践を促進する仕組みの構築が重要である。ま

た、研修後のフォローアップや活用状況を評価

し、実効性を高める取り組みが求められる。 

 

７．到達度 

本研究は、「やさしい日本語」研修プログラム

を開発し、その有用性を検証した。保健医療従事

者への調査で言語的課題が明らかとなり、「やさ

しい日本語」の必要性が示された。外国人妊産婦

への調査では、医療文化の違いや孤立感が確認さ

れ、「やさしい日本語」の活用が求められた。試

行研修では、参加者の知識やスキル向上が認めら

れ、患者との信頼関係構築への寄与が示唆され

た。一方、緊急時対応や文化的背景を考慮した研

修内容の強化、対象者特性に応じたプログラム検

討が今後の課題である。研修内容をさらに充実さ

せ、地域での実践を促進し、支援の仕組みを整備

し、普及と実効性向上を目指す必要がある。 
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